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 東京iCDCは、令和2年（2020年）10月の立ち上げ以降、喫緊の課題である新型コロナウイ
ルス感染症（以下「新型コロナ」という）への対応に注力してきました。その取組は、感
染制御、感染症診療、疫学、ゲノムサーベイランス、リスクコミュニケーションなど、広
範にわたり、東京都の約3年に渡る新型コロナ対策を支えてきました。

 一方で、東京iCDCは、「感染症に強い都市・東京」を実現するため、新型コロナを含む感
染症全般に対して、司令塔機能を発揮することを目的に設置されました。その取組は有事
に限られるものではなく、新型コロナの5類移行後も、未知の感染症への備えも含めて、そ
の機能を強化するとともに、最大限発揮することが求められています。

 新型コロナとの長い闘いの中で、私たちは多くの経験を得ました。この経験を風化させる
ことなく、機能する｢システム｣として社会に実装し、遠くない未来に発生するであろう新
たな感染症危機に対して、地域の対応力を向上させる取組を推進していくなど、東京の総
力を結集し、備えていくことが必要です。そして、東京iCDCは、そのための重要な一翼を
担っていかなければならないと考えています。

 感染症には国境がありません。東京iCDCの根幹である「ネットワーク」を海外にも広げて
備えることは、東京都にとって非常に重要です。そのための活動についても、東京iCDC
は、しっかりと取り組んでいきたいと考えています。

〜これまでの取組を振り返って〜
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東京iCDCは、｢感染症に強い都市・東京｣の実現に向けて

以下の3つを柱として取組を推進

〜東京iCDCの今後の取組の柱〜

調査・分析体制やネットワークの拡充を図り、東京iCDCのインテリジェンス機能を強化
 健康安全研究センターや都立病院機構との連携を促進
 人的･組織的ネットワークの充実化（WHO､米国CDC､ECDCへの訪問、学会や国際会議等で都の取組を発信）

（東京iCDCの事務局機能を強化 [令和5年（2023年）7月、感染症対策部に｢調査・分析課｣を設置し､調査･分析､情報管理機能を拡充]）

東京iCDCの活動を新型コロナから感染症全般へ広げ、都の効果的な感染症対策の実施を支援
 タスクフォースを再編するとともに､感染症全般に対して､庁内所管部署と連携
 未知の感染症への備えを強化（動物由来感染症の予防・探知・治療等の対策について検討）

 感染症医療人材の確保・育成を推進(iCDC策定の育成プログラムにより『感染症臨床医』及び『公衆衛生医師』を育成）

社会全体における感染症対応力の向上を図り、サステナブルな都市の形成に寄与
 感染症予防計画（感染症予防の総合的な推進を図る基本的な計画）の策定段階から関与
 レジリエントな都市づくりなど、幅広い分野への助言を実施
 住民等への感染症に係る普及啓発活動等を実施し、地域社会における感染症対応力を向上

調査・分析
情報管理

都市、機関
へ訪問

インテリジェンス
機 能 の 強 化

未知の感染症
への備え

人材育成の
推進

都の効果的な感染症
対 策 の 実 施 を 支 援

予防計画
TOKYO強靭化

社会全体の感染症
対 応 力 を 向 上

地域社会
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〜【参考】東京都感染症対策連絡会議の設置〜
 令和5年（2023年）5月8日、都はあらゆる感染症に対して常時備え、必要な対策を速やかに検討するため、新たな

連絡会議を要綱に基づき設置。第1回を5月18日に開催。
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/renrakukaigi.html

第1回資料：梅毒、麻しんの発生状況等
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〜【参考】5類移行後の新型コロナに関するモニタリングについて〜

① 感染動向を的確に把握
② 医療提供体制への負荷を把握
③ 新たな変異株の発生等を監視

感染動向等に応じて、
必要な対応を速やかに検討

 東京都は、5類移行後も以下の観点から、専門家によるモニタリング分析を継続

5類移行後のモニタリング分析結果は、毎週木曜東京都のホームページに掲載
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kansen/corona_portal/info/monitoring.html
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〜【参考】5類移行後の新型コロナに関するモニタリングについて（各項目）〜
感染動向 医療提供体制への負荷

変異株の監視
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